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（結果公表様式）

第２次東御市総合計画・後期基本計画（原案）に関する

パブリックコメントの結果について

１ 募集の概要

２ ご意見の提出状況と対応区分

件 名 第２次東御市総合計画・後期基本計画（原案）に関するパブリックコメント

意見の募集期間 平成 30年 12 月 10 日（月）～平成 31 年１月８日（火）

意見の受付方法 電子メール、ファックス、郵送、担当窓口へ直接

意見の周知場所 市報とうみ、市ホームページ、市役所本館、北御牧庁舎、総合福祉センター、

中央公民館、市民ラウンジ、滋野コミュニティーセンター、祢津公民館、和

コミュニティーセンター

結果の公表場所 市ホームページ

提 出 状 況 (1) 提出者数 ２人 (2) 提出意見数 21 件

実 施 機 関 東御市企画振興部企画振興課企画政策係

電話：0268-64-5893 ファックス：0268-63-5431

電子メール：kikaku@city.tomi.nagano.jp

区分 内容 提出者数 意見数

Ａ ご意見の趣旨が既に反映されているもの。 1 4

Ｂ ご意見を反映させるもの（または修正したもの）。 2 6

Ｃ ご意見を反映することはできないが、今後の参考とするもの。 2 8

Ｄ

ご意見を反映できないもの。

・法令等で規定されており、市として実施できないもの。

・実施主体が市以外のもの。

・市の方針に合わないもの。など

1 1

Ｅ その他のご意見（質問、感想等）。 2 2

計 21
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３ ご意見の内容と市の考え方について

番号 意見の内容・要旨 市の考え方
反映

区分

１

パブリックコメントの閲覧・配布場所について

・閲覧・配布場所は、市民の目線、動線に配慮

し設置をされたい。

・今後、参考とさせてい

ただきます。 Ｅ

２

パブリックコメントに係わる資料等の公表につ

いて

・前期基本計画の評価、総合計画推進市民会議

と協働で作成した際の委員名簿、会議資料、会

議録など経過資料等の公表が必要である。

・今後、参考とさせてい

ただきます。

Ｃ

３

前期基本計画から後期基本計画（原案）への施

策体系の統合について

・前期基本計画から施策の統合を行っているが、

それぞれの施策の趣旨が異なるなどの理由によ

り、統合することが疑問である。（「施策№17 子育

て家庭への細やかな支援の充実」、「施策№18 よ

り豊かな幼児教育・保育の実践」、「施策№19 安

全・安心な子どもの居場所づくりと教育環境の整

備」、「施策№24 人づくりにつながる生涯学習の

推進」、「施策№29生涯を通じた健康増進の推進」、

「施策№30 地域医療体制の充実」、「施策№37 地

域包括支援体制の確立」、「施策№41 商工業の支

援と育成」、「施策№47 協働のまちづくりの推進

と担い手の育成」、「施策№48 効果的で持続可能

な行財政運営の推進」、「施策№52 人権尊重・男女

共同参画の推進」

・各施策の統合に関する

ご指摘につきましては、

貴重なご意見として、今

後の施策の参考とさせて

いただきます。

・前期基本計画の進捗の

成果を含め、施策を統合

し、一体的、包括的に取

り組むことで、更に充実

したものとなるようにし

てまいります。

Ｃ

４

「施策№4 地の利を活かした再生可能エネルギ

ーの活用の推進」について

・再生可能エネルギーの供給は地域において新

しい産業として期待できる。地域ぐるみで太陽光

発電を行い、収益向上と大規模な災害に備えて蓄

電する取り組みの検討が必要である。

・今後の参考とさせてい

ただきます。

Ｃ
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５

「施策№12 防災意識の高揚と防災体制の充実」、

「施策№13 災害に強い地域づくりの推進」につ

いて

・主管課として、危機管理に特化した危機管理課

の設置を提言する。

・「全国地震動予測地図 2018 年版」を活用し、東

御市における最大震度予測図、大雨警報危険度分

布など必要な情報を市民へ周知していくべきで

ある。

・今後の参考とさせてい

ただきます。

Ｃ

・実際に災害等が発生した場合の具体的な対応

について書かれていない。

・「東御市国土強靭化地域

計画」「東御市地域防災計

画」等の関連する個別計

画に基づき、対応してま

いります。

Ａ

・被災しても被災前の状態に戻れる力、レジリエ

ンスの強化を進める必要がある。 Ａ

６

「施策№24 人づくり、地域づくりにつながる生

涯学習の推進」について

・公民館分館活動の実状を鑑み、役員会と運営委

員会において、意思決定がなされることが求めら

れる。

・今後の参考とさせてい

ただきます。

Ｃ

７

「施策№25 芸術文化活動の推進」、「施策№26「す

る、みる、ささえる」スポーツ活動の推進」につ

いて

・文化・スポーツ振興室が行う「文化・スポーツ

振興」とは何か。

・スポーツや芸術文化活動は、行政から勧められ

て参加するのではなく、市民の自発的活動のた

め、市が個別の施策を推進しなくてもよいのでは

ないか。

・スポーツツーリズムの推進が何故スポーツ振

興になるのか。

・現在、策定中の個別計画

に基づき、推進します。

Ｄ

８

「施策№36 介護予防（フレイル対策）の推進」、

「施策№37 地域包括支援体制の確立」について

・持続可能な地域共生社会を目指す点から「地域

包括ケア」に取り組むことを検討されたい。

・主体的介護予防活動、生活支援体制の整備、認

知症の方やご家族が暮らしやすい環境づくりが

必要である。

・頂いたご意見の趣旨は

既に原案の中に反映して

おります。

Ａ
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９

「施策№50 広報活動の充実」について

・前期基本計画にあった施策名の「市政が見え

る」がなくなったことで、その機能が失われない

か。

・審議会の審議経過や議事録、発信内容の適正性

と即時性を目標値としたい。

・市民への市政周知機能

を維持しつつ、市外への

情報発信にも取り組むも

のです。

・目標値については、今後

の参考とさせていただき

ます。

Ｃ

10

施策の成果指標及び進捗管理指標につい

・市民満足度が成果指標となっているが、漠然と

した指標ではないか。

・「○○を思う児童生徒の割合」は測ることがで

きるのか。

・施策の実施状況は、進捗

管理指標で管理し、施策

の達成度は、市民の皆様

の満足度で評価します。

・児童生徒の割合は、アン

ケートの実施により、割

合を測ります。

Ｃ

11

「施策№5 ごみの適正処理と減量・資源化の推

進」について

・プラスティックごみの削減を取り組んでもら

いたい。

・ごみの分別の徹底に加

え、減量化を追記します。

Ｂ

12

「施策№9公共交通の利便性の向上」について

・交通弱者のための交通手段を確保するのでは

あれば、商工観光課ではなく、高齢者対策ではな

いか。

・頂いたご意見の趣旨は

既に原案の中に反映して

おります。
Ａ

13

「施策№10 水道水の安定供給」について

・前期基本計画の目標値であった「災害時応急給

水施設の整備率」が取り下げられた理由は何か。

計画の見直しにより、必

要な整備が完了したため

です。
Ｅ

14

「施策№31 ひとり親・生活保護・生活困窮者世帯

の自立支援と生活の安定」について

・施策体系図の名称と相違がある。

・変更します。

Ｂ

15

「施策№44I・Ｊ・Ｕターン移住者の誘導による

定住の促進」について

・関連する個別計画に「東御市空家等対策計画」

の記載がない。

・追記します。

Ｂ
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16

「施策№45 観光拠点の整備と情報発信の強化」

について

・進捗管理指標の「主要観光施設入込客数」の主

要観光地について内訳及び場所の説明がほしい。

・主要観光地の場所につ

いて、注釈書きを追加し

ます。
Ｂ

17

「施策№49 広域連携による共同事業の促進」に

ついて

・成果指標は「市民の信頼に応える行財政経営を

進める」の市民満足度ではなく、「広域連携によ

る共同事業の周知度」などに変更されたい。

・頂いたご意見を参考に

再考します。

Ｂ

18

基本構想について

・基本目標Ⅲ「子供も大人も輝き、人と文化を育

むまち」の文面の「スポーツ」という文言を外す

べき。

・基本目標Ⅳ「共に支えあい、みんなが元気に暮

らせるまち」の文面は、より具体的な施策を記載

すべき。

・基本目標Ⅵ「市民と共に歩む参画の協働のま

ち」で「市民」「区」「自治会」を定義すべき。

・基本構想は、10 年間と

なっていますので、第３

次東御市総合計画策定の

際に参考にさせていただ

きます。 Ｃ

19

「施策№52 人権尊重・男女共同参画の推進」につ

いて

・「地域に長年根付く慣行」とは何か。具体的な

提示が必要である。

・表現を変更します。

Ｂ


